
1　作文における朗詠﻿ 

作
文
に
お
け
る
朗
詠

後

藤

昭

雄

は
じ
め
に

平
安
朝
盛
期
の
摂
関
時
代
、
朗
詠
は
貴
族
社
会
に
流
布
し
て
い
た
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
仮
名
文
学
に
書
き
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
枕
草
子
』
の
「
御
仏
名
の
ま
た
の
日
」
の
段
（
１
）の

後
半
に
そ
の
一
齣
が

記
さ
れ
て
い
る
。

雨
い
た
う
降
り
て
、
つ
れ
づ
れ
な
り
と
て
、
殿
上
人
、
上
の
御
局

に
召
し
て
、
御
遊
び
あ
り
。
道
方
の
少
納
言
琵
琶
、
い
と
め
で
た

し
。
済な
り
ま
さ政

箏
の
琴
、
行
義
笛
、
経
房
の
中
将
笙
の
笛
な
ど
、
お
も

し
ろ
し
。
ひ
と
わ
た
り
遊
び
て
、
琵
琶
弾
き
や
み
た
る
ほ
ど
に
、

大
納
言
殿
、「
琵
琶
声
や
ん
で
物
語
り
せ
む
と
す
る
こ
と
遅
し
」

と
誦ず

し
た
ま
へ
り
し
に
、
…
…　

と
あ
る
。
殿
上
人
た
ち
を
招
い
て
管
絃
の
遊
び
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

終
わ
り
に
近
づ
き
、
源
道
方
が
琵
琶
を
弾
き
終
え
る
と
、「
大
納
言
」、

藤
原
伊
周
が
「
琵
琶
声
や
ん
で
…
…
」
と
詠
じ
た
。
そ
れ
は
白
居
易
の

「
琵
琶
引
」（『
白
氏
文
集
）
巻
十
二
・
６０２
）
（
２
）

の
一
句
「
琵
琶
声
停や

ん
で

語
ら
ん
と
欲
し
て
遅
し
」
で
あ
っ
た
。
伊
周
は
そ
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い

詩
句
と
し
て
こ
れ
を
詠
じ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
時
代
多
く
出
現
す
る
公
家
日
記
に
も
そ
の
記
事
が
散
見

す
る
。『
政
事
要
略
（
３
）』
巻
二
十
四
所
引
の
「
吏
部
記
」（
吏
部
王
記
）
延

長
四
年
（
九
二
六
）
九
月
九
日
、
菊
花
宴
の
記
事
に
、

右
中
将
朝
臣
（
源
英
明
）
の
詩
に
佳
句
有
り
。
…
…
次
い
で
散
三

位
亦ま
た

佳
句
有
り
て
坏（
杯
）を
勧
む
。
麗
句
有
る
毎
に
（
藤
原
）
博

文
を
し
て
咏
ぜ
し
む
。
御
製
に
到
り
て
、
群
臣
盛
ん
に
発
し
て
共

に
朗
詠
す
。

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
詩
宴
で
詠
ま
れ
た
秀
句
、
ま
た
御
製
（
醍
醐

天
皇
）
が
詠
誦
さ
れ
て
い
る
。
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後
に
見
る
よ
う
に
平
安
朝
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
詩
句
の
朗
詠
が
な

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
に
詩
宴
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
か
。
平
安
朝
詩
文
研
究
の
視
点
か
ら
、
そ
の
様
相
を
考

え
て
み
た
い
。

一

平
安
時
代
の
作さ
く

文も
ん

に
お
け
る
朗
詠
の
事
例
を
検
討
す
る
。
た
だ
し
、

そ
の
詩
句
ま
で
知
ら
れ
る
場
合
は
意
外
に
少
な
い
。
時
代
を
追
っ
て
見

て
い
こ
う
。

１　
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
四
年
（
一
〇
〇
七
）
九
月
十
七
日
条
の
記

事
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
４
）。

作
文
。
題
秋
鴈
数
行
書
。

こ
れ
だ
け
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
素
っ
気
な
い
が
、
こ
の
日
、
藤
原
道
長

が
土
御
門
第
に
詩
宴
を
催
し
、「
秋
雁
は
数
行
の
書
（
飛
ん
で
行
く
雁

の
群
は
ま
る
で
大
空
に
書
い
た
数
行
の
書
だ
）」
の
題
で
人
々
が
詩
を

賦
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
で
は
朗
詠
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
を
記
述
し
て
い
る
の
は
『
江
談
抄
』
で
あ
る
。
二
条
が
あ
る
が
、

ま
ず
巻
四
―
九
（
５
）に

、

雲
衣
は
范
叔
が
羈
中
の
贈
お
く
り
も
の、
風
櫓
は
瀟
し
ょ
う

湘し
ょ
うの
浪
上
の
舟
。
賓
鴻
は

是
れ
故
人
。
同
人
の
作

古
人
云
は
く
、「
范
叔
と
瀟
湘
は
い
は
ゆ
る
双
声
側
対
な
り
。

蕭
相
を
も
つ
て
范
叔
に
対
す
る
か
」
と
云
々
。
ま
た
云
は
く
、

「
秋
雁
は
数
行
の
書
」
の
詩
を
作
る
時
、
以
言
・
匡
衡
と
も
に

こ
の
句
を
詠
ず
」
と
云
々
。

と
あ
る
。
詩
句
に
付
さ
れ
た
作
者
注
の
「
同
人
」
と
は
一
つ
前
の
第
八

条
を
承
け
て
「
後
中
書
王
」、
具
平
親
王
を
い
う
。
こ
の
一
聯
に
つ
い

て
、
二
つ
の
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
が
、
後
半
に
、
前
述
の
道
長
邸
詩

宴
に
お
い
て
、
大
江
以
言
と
同
匡
衡
が
共
に
こ
の
句
を
朗
詠
し
た
と
い

う（６
）。
具
平
親
王
が
「
賓
鴻
は
是
れ
故
人
」
の
題
で
詩
を
賦
し
た
場
、
状

況
は
未
詳
で
あ
る
が
、「
賓
鴻
」
は
雁
を
い
う
。
道
長
邸
で
の
作
文
会

で
、
以
言
と
匡
衡
と
は
同
じ
く
雁
を
詠
ん
だ
秀
句
と
し
て
共
に
こ
の
一

聯
を
朗
唱
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
句
は
次
の
よ
う
に
詠
む
。

雁
が
着
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
雲
は
范
叔
が
旅
の
途
中
で
須
賈
か

ら
贈
ら
れ
た
衣
の
よ
う
で
、
風
の
中
に
聞
こ
え
る
櫓
の
音
に
似
た

雁
の
鳴
き
声
は
瀟
湘
の
波
の
上
で
屈
原
に
声
を
か
け
た
漁
夫
の
舟

が
立
て
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
。

具
平
親
王
の
こ
の
一
聯
は
の
ち
『
和
漢
朗
詠
集
』（
巻
上
・
雁
３２３
）
（
７
）

に
採
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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も
う
一
つ
は
巻
四
―
八
六
で
あ
る
。

山
腰
の
帰
雁
は
斜
め
に
帯
を
牽ひ

く
、　

水
面
の
新
虹
は
未
だ
巾
を

展の

べ
ず
。

後
入
道
殿
に
お
い
て
「
秋
雁
数
行
の
書
」
の
詩
を
賦
せ
ら
る
。

匡
衡
・
以
言
の
二
人
、
終
夜
な
ら
び
に
こ
の
句
を
詠
ず
と
云
々
。

群
書
類
従
本
に
は
「
春
日
閑
居
、
都
在
中
」
の
詩
題
、
作
者
名
が
注

記
さ
れ
て
い
る
。『
和
漢
朗
詠
集
』（
帰
雁
３２５
）
に
入
集
す
る
。
前
述
の

巻
四
の
九
と
同
趣
旨
の
話
で
あ
る
が
、
本
話
は
「
秋
雁
」
の
題
が
課
さ

れ
た
作
文
で
、
春
の
「
帰
雁
」
の
詩
句
を
詠
じ
た
こ
と
に
な
り
矛
盾
す

る
。
こ
の
点
に
疑
問
が
残
る
（
８
）。

２　

次
い
で
は
、
寛
治
六
年
（
一
〇
九
二
）
三
月
二
十
八
日
の
吉
祥
院

聖
廟
作
文
会
で
あ
る
。
藤
原
宗
忠
の
『
中
右
記
』
の
当
日
条
に
詳
し
い

記
述
が
あ
る
。
必
要
な
個
所
を
書
き
下
し
て
引
用
す
る
（
９
）。

今
日
吉
祥
院
聖
廂（
廟
）作
文
有
り
。
是
れ
寺
僧
夢
想
の
告
げ
有
る

に
依
る
な
り
。
予
心
中
に
願
有
る
に
依
り
て
、
源
少
納
言
成
宗
と

相
具
に
行
き
向
か
ふ
。
…
…
。
菅
家
の
長
者
大
学
頭
是
綱
、
事
共

に
具と
と
のへ

了
る
由
を
申
す
。
仍
て
文
士
を
相
率
ゐ
て
廟
堂
に
参
仕
す
。

…
…
。
爰こ
こ

に
文
章
博
士
上
﨟
成
季
朝
臣
、
学
生
を
召
し
て
硯
、
筆

を
進
め
し
め
、
詩
題
を
書
き
て
机
上
に
進
め
置
く
。
則
ち
之
れ
を

取
り
て
予
に
覧み

す
〈
今
日
、
座
の
貫
首
為
り
〉。
題
に
云
ふ
「
桜

花
古
社
に
残
る
。
春
を
以
つ
て
韻
と
為
す
」
て
へ
り
（
割
注
略
）。

次
い
で
氏
長
者
大
学
頭
是
綱
朝
臣
〈
今
日
儒
者
の
貫
首
為
り
〉、

序
を
作
る
べ
き
の
由
を
仰
す
。
一
々
覧
了
り
て
之
れ
を
下
す
。
秉

燭
に
及
ぶ
程
、
一
々
文
台
に
就
い
て
詩
を
献
ず
（
割
注
略
）。
次

い
で
散
位
大
江
通
国
を
召
し
て
講
師
と
為
し
、
是
綱
朝
臣
を
読
師

と
為
し
、
次
第
に
講
じ
了
ん
ぬ
。
夜
深
更
に
及
ん
で
詩
を
講
ぜ
ん

と
欲す

る
に
俄
に
天
陰
り
雨
下
る
。
神
明
自
づ
か
ら
感
応
有
る
か
。

講
席
了
る
後
も
雨
脚
頻
り
に
下
る
。
已
に
帰
か
え
ら

与ん
か

の
思
ひ
無
し
。
此

の
間
、
逓た
が

ひ
に
朗
詠
す
。
或
い
は
「
管
絃
の
長
曲
に
在
る
」
の
句
、

或
い
は
「
象

し
ょ
う

魏ぎ

を
指
し
て
轅な

が
えを

北
に
す
」
の
句
等
な
り
。
時
に
鐘

声
頻
り
に
報
じ
、
夜
三
半
に
及
び
て
雨
脚
暫
く
止
む
。
人
々
各
お

の
帰
洛
す
。

吉
祥
院
は
菅
原
氏
の
氏
寺
で
あ
る
。
そ
の
始
ま
り
に
つ
い
て
は
い
く

つ
か
の
説
が
あ
る
が
、
こ
の
詩
宴
の
序
、
藤
原
敦
基
の「（
暮
）春
、
吉

祥
院
聖
廟
に
陪は
べ

り
同と
も

に
「
桜
花
古
社
に
残
る
」
を
賦
す
」
序
（『
本
朝

続
文
粋
』
巻
八
（
（1
（

）
に
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

都
城
の
南
に
一
廟
宇
有
り
。
草
創
を
尋
ぬ
る
に
、
則
ち
承
和
の
左さ

馮ひ
ょ
う
よ
く
翊
、
聖
教
に
帰
し
以
つ
て
精
舎
を
建
て
て
花
餝
を
調
（
（1
（

へ
、
亦
昌

泰
の
右う

僕ぼ
く

射や

、
祖
跡
を
重
ん
じ
て
以
つ
て
霊
祠
を
崇と
う
とぶ

。

「
承
和
の
左
馮
翊
」
は
左
京
大
夫
菅
原
清
公
を
、「
昌
泰
の
右
僕
射
」
は
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右
大
臣
道
真
を
い
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
吉
祥
院
は
道
真
の
祖
父
清
公
に

よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。『
扶
桑
略
記
』
治
暦
二
年
（
一
〇

六
六
）
三
月
二
十
八
日
条
に
「
吉
祥
院
に
新
た
に
天
神
堂
を
造
り
、
尊

廟
を
移
し
奉
る
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
聖
廟
と
な
る
。
吉
祥
院
天
満

宮
（
京
都
市
南
区
吉
祥
院
政
所
町
）
と
し
て
現
存
す
る
。

こ
の
詩
宴
で
は
披
講
の
間
に
朗
詠
が
行
わ
れ
て
い
る
。
明
記
さ
れ
て

い
る
詩
句
は
「
管
絃
之
在
二
長
曲
一
」
と
「
指
二
象
魏
一
而
北
ㇾ
轅
」
の
二

句
で
あ
る
が
、
前
者
「
管
絃
の
長
曲
に
在
る
」
は
菅
原
道
真
の
「
早
春

内
宴
、
仁
寿
殿
に
侍
り
同
に
「
春
し
ゅ
ん
あ
い娃

気
力
無
し
」
を
賦
す
」
序
（『
菅

家
文
草
』
巻
二
・
１４８
、（
（1
（

の
一
聯
、

羅
綺
之
為
重
衣
、
妬
無
情
於
機
婦
、

羅
綺
の
重
衣
為
る
、
情
こ
こ
ろ

無
き
を
機
婦
に
妬う
ら

み
、

管
絃
之
在
長
曲
、
怒
不
闋
於
伶
人
。

管
絃
の
長
曲
に
在
る
、
闋や

ま
ざ
る
を
伶
人
に
怒
る
。

の
一
句
で
あ
る
。
こ
の
一
聯
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
・
管
絃
（
４６６
）

に
採
録
さ
れ
る
。

こ
の
序
は
『
菅
家
文
草
』
に
お
け
る
配
列
か
ら
元
慶
九
年
（
仁
和
元

年
、
八
八
五
）
正
月
の
作
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
三
代
実
録
』
同
二
十

一
日
条
に
は
「
仁
寿
殿
に
於
い
て
近
臣
に
内
宴
あ
り
。
内
教
坊
女
楽
を

奏
す
。
近
臣
の
外
、
文
人
の
席
に
預
る
者
五
六
人
詩
を
賦
す
」
と
あ
り
、

宴
で
は
女
楽
が
奏
さ
れ
て
い
る
。
句
題
「
春
娃
無
二
気
力
一
」
は
こ
れ

に
即
し
て
選
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
娃
」
は
美
女
を
い
う
。

こ
の
一
聯
は
題
に
従
っ
て
、
艶あ
で

や
か
に
舞
う
妓
女
の
姿
を
描
写
し
た

個
所
で
、

（
舞
姫
は
）
薄
絹
の
衣
装
さ
え
重
た
い
と
、
思
い
や
り
の
な
い
こ

と
だ
と
衣
を
織
っ
た
女
を
怨
め
し
く
思
い
、
音
楽
が
い
つ
ま
で
も

続
く
と
、
演
奏
を
止
め
な
い
こ
と
で
楽
人
に
腹
を
立
て
て
い
る
。

と
詠
む
。
こ
の
句
が
詠
じ
ら
れ
た
の
は
道
真
の
作
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

も
う
一
つ
の
「
象
魏
を
指
し
て
轅
を
北
に
す
」
は
大
江
以
言
の
「
三

月
尽
日
、
吉
祥
院
聖
廟
に
陪
り
同
に
「
古
廟
春
方ま
さ

に
暮
る
」
を
賦
す
」

序
（『
本
朝
麗
藻
』
巻
下
・
82
）（
（1
（

の
一
聯
、

春
夜
欲
明
、
望
牛
漢
之
西
転
、

春
夜
明
け
ん
と
欲し

て
、
牛
漢
の
西
に
転
ず
る
を
望
み
、

夏
日
告
朔
、
指
象
魏
而
北
轅
。

夏
日
朔
を
告
げ
、
象
魏
を
指
し
て
轅な
が
えを

北
に
す
。

の
一
句
で
あ
る
。
こ
の
一
聯
は
『
新
撰
朗
詠
集
』
巻
上
・
春
夜
（
24
）（
（1
（

に
採
録
さ
れ
る
。　

こ
の
詩
宴
が
催
さ
れ
た
事
情
は
序
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
長
保
元
年

（
九
九
九
）
閏
三
月
の
末
、
菅
家
七
代
目
の
「
吏
部
大
卿
相
公
」、
参
議

式
部
大
輔
輔
正
は
五
日
の
休
暇
を
得
て
、
所
縁
の
深
い
吉
祥
院
で
去
り
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行
く
春
を
惜
し
む
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
に
応
じ
て
「
貫
首
の
弟
子
、
大

長
秋
納
言
」、
中
納
言
太
皇
太
后
宮
大
夫
藤
原
実
資
を
初
め
と
し
て
教

え
を
受
け
た
人
が
会
し
た
と
い
う
。

右
の
一
聯
は
、
集
っ
た
人
々
に
詩
の
詠
作
を
促
す
場
面
で
あ
る
。

「
今
衆
賓
に
命
じ
て
各
お
の
一
絶
を
賦
せ
し
む
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
聯

に
続
く
。「
牛
漢
」
は
天
の
川
、「
象
魏
」
は
宮
城
の
高
い
門
を
い
う
。

春
の
終
わ
り
の
夜
も
明
け
よ
う
と
し
て
、
天
の
川
が
西
に
動
い
て

い
る
の
を
見
上
げ
る
。
夏
の
初
日
と
な
り
、（
休
暇
も
終
わ
っ

て
）
朝
廷
へ
出
仕
す
る
た
め
に
、
車
を
北
へ
向
か
わ
せ
る
。

と
い
う
。

「
象
魏
を
指
し
て
轅
を
北
に
す
」
の
出
典
は
右
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
句
が
こ
の
作
文
会
で
朗
詠
さ
れ
た
理
由
は
明
ら

か
に
な
る
。
吉
祥
院
と
い
う
場
を
同
じ
く
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
が
、
さ
ら
に
春
の
終
わ
り
と
い
う
時
も
ま
た
重
な
る
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
場
と
時
と
に
ふ
さ
わ
し
い
句
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

３　

大
治
五
年
（
一
一
三
〇
）
九
月
十
七
日
、
鳥
羽
上
皇
は
院
の
文
殿

に
作
文
会
を
催
し
た
。『
中
右
記
』
お
よ
び
源
師
時
『
長
秋
記
』
に
そ

の
記
事
が
あ
る
の
で
、
併
せ
見
て
そ
の
要
点
を
記
す
。『
長
秋
記
（
（1
（

』
に

い
う
。別

当
書
を
送
り
て
云
は
く
、
今
夜
、
文
殿
の
作
文
有
る
べ
し
。
而

し
て
御
前
に
於
い
て
講
ぜ
ら
る
べ
し
て
へ
り
。
…
…
。
対
の
東
廂

の
御
簾
中
に
上
皇
御
し
、
広
庇
の
障
子
の
外
に
関
白
并
び
に
内
府

候
せ
ら
る
。
…
…
。
講
師
有
業
笏
を
取
り
て
参
候
す
。
中
宮
大
夫

読
師
為た

り
、
時と
き
な
り登
朝
臣
序
者
為
り
。
講
畢
り
て
人
々
分
散
せ
ん
と

欲
す
。
而
る
に
大
納
言
召
し
留
め
て
朗
詠
せ
し
む
。
式
部
大
輔
初

め
に
「
令
月
」
の
句
并
び
に
「
公
は
春
秋
に
富
む
」
の
句
を
出
し
、

右
兵
衛
督
又
出
す
。
中
宮
大
夫
「
厳
粧
す
金
屋
の
中
」
を
詠
ず
。

此
の
後
退
出
す
。

中
宮
大
夫
ま
た
大
納
言
は
藤
原
宗
忠
、
式
部
大
輔
は
藤
原
敦
光
で
あ
る
。

『
中
右
記
』
は
、

申
刻
許
、
別
当
消
息
を
送
り
て
云
は
く
、
月
明
勝
地
中
光
字
、
今

夕
院
の
文
殿
の
作
文
な
り
。
…
…
。
此
の
題
は
敦
光
朝
臣
之
れ
を

献
ず
。
…
…
。
有
業
を
召
し
て
講
師
と
為
す
、
衣
冠
に
笏
を
持
つ
。

詩
四
十
余
枚
、
殿
上
人
七
八
人
な
り
。
上
達
部
は
予
、
別
当
、
宰

相
師
時
、
伊
通
な
り
。
予
当
座
の
上
臈
為
る
に
依
り
て
読
師
を
勤

む
。
夜
半
講
了
ん
ぬ
。
敦
光
朝
臣
朗
詠
一
両
度
。

と
記
す
。
す
な
わ
ち
、
鳥
羽
院
は
も
と
よ
り
関
白
（
藤
原
忠
通
）、
内

府
（
源
有
仁
）
も
臨
席
し
た
。
題
は
藤
原
敦
光
が
献
じ
た
「
月
は
明
ら

か
な
り
勝
地
の
中
」
で
あ
っ
た
。
講
師
は
藤
原
有
業
、
読
師
は
藤
原
宗

忠
、
序
者
は
菅
原
時
登
が
勤
め
た
。
な
お
、
宗
忠
は
こ
の
と
き
の
自
作



6

の
詩
を
『
中
右
記
』
に
書
き
留
め
て
い
る
。

こ
の
詩
宴
で
も
朗
詠
が
行
わ
れ
て
い
る
。『
長
秋
記
』
の
傍
線
部
で

あ
る
。『
中
右
記
』
は
「
敦
光
朝
臣
朗
詠
一
両
度
」
と
記
す
の
み
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
「
令
月
」、「
公
富
春
秋
」、「
厳
粧
金
屋
中
」
が
詠
唱
さ

れ
て
い
る
。

「
令
月
」
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
・
祝
に
引
く
謝し
ゃ

偃え
ん

の
「
雑
言
詩
」、

773
嘉
辰
令
月
歓
無
極
、　

万
歳
千
秋
楽
未
央
。

で
あ
る
。

「
公
富
春
秋
」
は
菅
原
道
真
の
昌
泰
三
年
（
九
〇
〇
）
の
「
九
日
後

朝
、
同
に
「
秋
思
」
を
賦
す
。
制
に
応
ふ
」（『
菅
家
後
集
』
４７３
）（
（1
（

の
第

三
聯
、君

富
春
秋
臣
漸
老
、　

君
は
春
秋
に
富
み
臣
は
漸
く
老
ゆ
、

恩
無
涯
岸
報
猶
遅
。　

恩
は
涯
岸
無
く
報
ゆ
る
こ
と
な
ほ
遅
し
。

で
あ
る
。「
君
」
を
『
長
秋
記
』
で
は
「
公
」
と
表
記
し
て
い
る
。
君

は
醍
醐
天
皇
を
い
う
。
時
に
十
六
歳
、
道
真
は
五
十
六
歳
で
あ
る
。
後

句
の
「
涯
岸
」
は
か
ぎ
り
。
限
り
な
い
恩
恵
を
賜
っ
て
い
な
が
ら
、
い

か
ほ
ど
も
こ
れ
に
報
い
て
は
い
な
い
と
い
う
。
こ
の
句
は
『
和
漢
朗
詠

集
』
に
も
『
新
撰
朗
詠
集
』
に
も
採
録
し
な
い
。

「
厳
粧
金
屋
中
」
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
・
暁
の
謝
観
「
暁
賦
」

の

４１８
厳
粧
金
屋
之
中
、
青
蛾
正
画
、

厳
粧
金
屋
の
中
、
青
蛾
正
に
画
き
、

罷
宴
瓊
筵
の
上
、
紅
燭
空
余
。

罷は
い

宴え
ん

瓊け
い

筵え
ん

の
上
、
紅
燭
空
し
く
余
れ
り
。

で
あ
る
。
前
句
の
「
厳
粧
」
は
身
づ
く
ろ
い
を
す
る
こ
と
、「
青
蛾
」

は
青
く
描
い
た
眉
。
後
宮
の
女
た
ち
の
朝
の
身
支
度
と
、
夜
を
徹
し
て

の
宴
席
が
果
て
た
後
の
余
韻
を
描
写
す
る
。

４　

天
承
元
年
（
一
一
三
一
）
三
月
二
十
二
日
、
大
納
言
藤
原
宗
忠
は

白
川
の
山
荘
に
尚
歯
会
を
主
宰
し
た
。『
長
秋
記
』
に
詳
細
な
記
事
が

あ
る
が
、
ま
た
『
古
今
著
聞
集
』
巻
四
―
一
二
一
に
そ
の
系
譜
と
共
に

簡
潔
に
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
れ
に
依
る
。　
　
　

尚
歯
会
は
唐
の
会
昌
五
年
三
月
二
十
一
日
、
白
楽
天
、
履
道
坊
に

し
て
、
は
じ
め
て
行
ひ
給
ひ
け
る
。
我
が
朝
に
は
貞
観
十
九
年
三

月
十
八
日
、
大
納
言
年
名
卿
、
小
野
の
山
庄
に
て
は
じ
め
て
行
は

れ
け
り
。
ま
た
安
和
二
年
三
月
十
三
日
、
大
納
言
在
衡
卿
、
粟
田

口
の
山
庄
に
て
行
は
れ
け
る
。
そ
の
後
、　

天
承
元
年
三
月
二
十

二
日
、
大
納
言
宗
忠
卿
、
白
河
の
山
庄
に
し
て
行
は
れ
け
り
。

こ
こ
に
い
う
よ
う
に
、
尚
歯
会
は
も
と
は
中
国
で
創
始
さ
れ
た
行
事

で
、
こ
れ
を
我
が
国
に
将
来
し
た
も
の
で
あ
る
。
白
居
易
が
八
四
五
年

に
洛
陽
の
履
道
里
の
邸
宅
で
主
宰
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
の
時
の
詩
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が
『
白
氏
文
集
』
巻
七
十
一（
３６４０
）に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
長
い
詩
題

と
後
注
が
事
情
を
よ
く
説
明
し
て
い
る
。
詩
題
に
い
う
。

胡
・
吉
・
鄭
・
劉
・
盧
・
張
等
の
六
賢
、
皆
年
寿
多
し
。
予
ま
た

焉こ
れ

に
次
ぐ
。
偶た
ま

た
ま
弊
居
に
於
い
て
尚
歯
の
会
を
合
成
す
。
七
老

相
顧
み
、
既
に
酔
ひ
て
甚
だ
歓
ぶ
。
静
か
に
し
て
之
れ
を
思
ふ
に
、

此
の
会
有
る
こ
と
稀
な
り
。
因
り
て
七
言
六
韻
を
成
し
て
以
つ
て

之
れ
を
紀し
る

し
、
好
事
の
者
に
伝
ふ
。

「
尚
歯
」
と
は
「
歯よ
わ
い

」
を
「
尚と
お
と

ぶ
」
こ
と
、
敬
老
の
意
で
あ
る
。

胡こ
こ
う杲

（
年
八
十
九
）、
吉き
つ
こ
う皎

（
八
十
六
）、
鄭
拠
（
八
十
四
）、
劉
真

（
八
十
二
）、
盧
貞
（
八
十
二
）、
張
渾
（
七
十
四
）、
白
居
易
（
七
十

四
）
の
七
人
が
会
し
て
、
饗
宴
を
張
り
、
長
寿
を
自
祝
し
、
詩
を
賦
し

た
。こ

の
行
事
は
我
が
国
に
も
た
ら
さ
れ
、
展
開
を
見
せ
る
。
右
の
引
用

に
い
う
よ
う
に
、
貞
観
十
九
年
（
八
七
七
）
三
月
に
南
淵
年
名
が
主
宰

し
て
開
い
た
の
が
最
初
で
、
次
い
で
、
安
和
二
年
（
九
六
九
）
三
月
、

藤
原
在
衡
が
催
し
た
。

三
度
目
の
尚
歯
会
が
藤
原
宗
忠
主
宰
の
天
承
元
年
の
会
で
あ
る
。

『
古
今
著
聞
集
』
に
先
の
引
用
に
続
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

そ
の
後
、
天
承
元
年
三
月
二
十
二
日
、
大
納
言
宗
忠
卿
、
白
河
の

山
庄
に
し
て
行
は
れ
け
り
。
七
叟
の
算
、
三
善
為
康
年
八
十
三
、
前

左
衛
門
佐
藤
原
基
俊
七
十
六
、
前
日
向
守
中
原
広
俊
七
十
、
亭
主
七
十
、

式
部
大
輔
藤
原
敦
光
朝
臣
六
十
九
、
右
大
弁
実
光
六
十
三
、
式
部
少

輔
菅
原
時
登
六
十
二
。
こ
の
中
に
、
基
俊
は
病
に
よ
り
て
詩
ば
か

り
を
送
り
け
り
。
時
登
、
序
を
ば
書
き
た
り
け
り
。
垣え
ん

下が

に
中
納

言
師
時
以
下
侍
り
け
り
。
詩
披
講
以
前
に
朗
詠
、「
楽
天
よ
り
少わ
か

き
こ
と
三
年
」
の
句
を
、
な
べ
て
四
五
反
に
及
ぶ
。
右
大
弁
、
式

部
大
輔
ぞ
詠
じ
け
る
。
ま
た
「
岸
風
に
力
を
論
ず
れ
ば
」
の
句
、

「
蓬ほ
う

鬢び
ん

商
山
」
の
句
、「
酔
ひ
て
花
に
対
す
」
の
句
等
、
再
三
詠
じ

て
、
す
で
に
幽
興
に
入
り
け
り
。　

こ
の
会
に
お
い
て
は
朗
詠
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ア
「
楽
天
よ
り
少
き

こ
と
三
年
」、
イ
「
岸
風
に
力
を
論
ず
れ
ば
」、
ウ
「
蓬
鬢
商
山
」、
エ

「
酔
ひ
て
花
に
対
す
」
が
繰
り
返
し
詠
じ
ら
れ
た
と
い
う
。
一
句
ず
つ

確
か
め
て
い
こ
う
。

ア
「
楽
天
よ
り
少
き
こ
と
三
年
」。
こ
れ
は
安
和
二
年
の
尚
歯
会
に
お

け
る
菅
原
文
時
の
「
暮
春
藤
亜
相
山
庄
尚
歯
会
詩
」
序
（『
本
朝
文

粋
』
巻
九
・
２４６
）（
（1
（

の
一
聯
、

少
於
楽
天
三
年
、
猶
已
衰
之
齢
也
、

楽
天
よ
り
少
き
こ
と
三
年
、
な
ほ
已
に
衰
ふ
る
齢
な
り
、

遊
於
勝
地
一
日
、
非
是
老
之
幸
哉
。

勝
地
に
遊
ぶ
こ
と
一
日
、
是
れ
老
の
幸
ひ
に
非
ず
や
。
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で
、『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
・
老
人
（
７２6
）
に
採
録
さ
れ
る
。
前
句

「
楽
天
」
は
白
居
易
。
彼
が
尚
歯
会
を
催
し
た
時
は
、
七
十
四
歳
。
文

時
は
安
和
二
年
に
は
七
十
一
歳
で
あ
る
か
ら
、
か
く
い
う
。

イ
「
岸
風
に
力
を
論
ず
れ
ば
」。
前
句
と
同
じ
尚
歯
会
で
の
文
時
の
詩

の
一
聯
、

林
霧
校
声
鶯
不
老
、　　

林
霧
に
声
を
校く
ら

ぶ
れ
ば
鶯
は
老
い
ず
、

岸
風
論
力
柳
猶
強
。　　

岸
風
に
力
を
論
ず
れ
ば
柳
は
な
ほ
強
し
。

で
あ
る
。

霧
の
立
ち
こ
め
た
林
で
鳴
く
鶯
と
声
を
比
べ
る
と
、
鶯
は
私
ほ
ど
老

い
て
は
い
な
い
、
岸
辺
を
吹
く
風
に
ゆ
れ
る
柳
と
力
を
論
じ
て
み
る

と
、
柳
の
方
が
な
お
強
い
。

と
詠
む
。
こ
れ
も
『
和
漢
朗
詠
集
』
老
人
に
入
る
（
７２９
）。

ウ
「
蓬
鬢
商
山
」。
徳
川
美
術
館
蔵
『
尚
歯
会
詩
』（
後
述
）
所
収
、
菅

原
雅ま
さ

規の
り

の
安
和
二
年
尚
歯
会
に
お
け
る
詠
詩
の
第
二
聯
、

蓬
鬢
商
山
前
日
雪
、　

蓬
鬢
商
山
前
日
の
雪
、

華
茵
履
道
昔
春
風
。　

華
茵
履り

道ど
う

昔
春
の
風
。

で
あ
る
（
（1
（

。
前
句
、「
蓬
鬢
」
は
よ
も
ぎ
の
よ
う
に
乱
れ
た
鬢
の
毛
。「
商

山
」
は
秦
末
の
乱
世
を
避
け
て
東
園
公
ら
四
人
の
老
人
が
隠
れ
棲
ん
だ

長
安
近
郊
の
山
。「
華
茵
」
は
美
し
い
敷
物
。
謝
霊
運
「
魏
の
太
子
の

鄴
中
集
の
詩
に
擬
す
八
首
、
魏
太
子
」（『
文
選
』巻
三
十
）に
「
澄
ち
ょ
う

觴し
ょ
う

金き
ん

罍ら
い

に
満
ち
、
連れ
ん

榻と
う

華
茵
を
設
く
」
と
あ
る
。「
履
道
」
は
白
居
易
が
尚

歯
会
を
催
し
た
履
道
里
。

商
山
に
隠
れ
住
ん
だ
ざ
ん
ば
ら
髪
の
老
人
た
ち
、
い
に
し
え
の
彼
ら

と
同
じ
く
頭
に
雪
を
頂
く
人
々
、
美
し
い
敷
物
が
設
け
ら
れ
た
履
道

で
の
宴
、
昔
と
同
じ
よ
う
に
吹
く
春
の
風
。

と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。

こ
の
句
は
両
朗
詠
集
に
入
集
し
て
い
な
い
。

エ
「
酔
ひ
て
花
に
対
す
」。
前
句
と
同
じ
菅
原
雅
規
の
尚
歯
会
詩
の
第

四
聯
、酔

対
落
花
心
自
静
、　�

酔
ひ
て
落
花
に
対む
か

へ
ば
心
自
づ
か
ら
静
か

な
り
、

眠
思
餘
算
涙
先
紅
。　

眠
り
て
餘
算
を
思
へ
ば
涙
先
づ
紅
な
り
。

で
あ
る
。
後
句
の
「
餘
算
」
は
残
さ
れ
た
命
。
こ
の
一
聯
は
『
和
漢
朗

詠
集
」
巻
下
・
老
人
（
７３０
）
に
入
る
。

こ
の
よ
う
に
天
承
の
尚
歯
会
で
は
朗
詠
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

詩
句
を
確
か
め
て
み
る
と
、
い
ず
れ
も
こ
れ
に
先
立
つ
安
和
の
尚
歯
会

で
制
作
さ
れ
た
詩
文
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
前
記
の
『
尚
歯
会

詩
』
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

安
和
二
年
の
尚
歯
会
で
詠
作
さ
れ
た
詩
を
収
載
し
た
文
献
と
し
て
従

来
知
ら
れ
て
い
た
の
は
『
粟
田
左
府
尚
歯
会
詩
』（
群
書
類
従
巻
一
三
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四
）
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
詩
集
に
収
め
ら
れ
た
詩
は
す
べ
て
「
藤
亜
相

山
荘
尚
歯
会
を
見
る
」
と
題
さ
れ
た
垣
下
（
陪
席
者
）
の
作
で
あ
っ
て
、

尚
歯
会
の
当
事
者
た
る
七
人
の
老
人
（
七
叟
）
の
詩
で
は
な
か
っ
た
。

我
が
国
で
行
わ
れ
た
尚
歯
会
は
、
七
人
の
老
人
が
会
す
る
、
三
月
に
行

う
、
七
言
六
韻
詩
を
賦
す
な
ど
、
白
居
易
主
宰
の
会
の
方
法
を
忠
実
に

守
っ
た
の
で
あ
る
が
、
ひ
と
つ
独
自
の
展
開
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
尚
歯

会
に
陪
席
す
る
者
た
ち
が
あ
り
、
彼
ら
も
〈
尚
歯
会
を
見
る
〉
と
い
う

立
場
で
詩
を
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。『
粟
田
左
府
尚
歯
会
詩
』
は
こ
の

「
垣
下
」
の
詩
を
ま
と
め
た
集
で
あ
り
、
七
叟
の
詩
は
不
明
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
近
年
、
七
叟
の
詩
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
徳
川
美
術
館

蔵
『
尚
歯
会
詩
』
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
安
和
二
年
尚
歯
会
の
七
叟

の
名
も
明
ら
か
に
な
っ
た
（
（1
（

。

５　

長
承
二
年
（
一
一
三
三
）
四
月
二
十
八
日
、
作
文
会
が
北
野
で
行

わ
れ
た
。
菅
原
道
真
を
祀
る
北
野
聖
廟
で
あ
る
。
こ
れ
も
『
中
右
記
』

ま
た
『
長
秋
記
』
に
記
事
が
あ
る
。
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

今
日
北
野
に
作
文
有
り
。
是
れ
陰
陽
頭
家
栄
朝
臣
の
往
年
の
夢
想

と
云
々
。
序
者
は
大
納
言
師
頼
卿
、
件
の
夢
想
に
依
る
な
り
。
題

に
云
ふ
「
野
は
唯
青
草
を
催
す
〈
心
字
〉」。
時
登
朝
臣
の
題
な
り
。

上
達
部
は
左
大
弁
実
光
、
右
大
弁
師
俊
、
君
達
は
行
宗
、
公
章
、

宗
成
、
公
能
朝
臣
等
な
り
。
師
能
、
師
教
、
儒
者
皆
参
る
。
先
づ

拝
礼
す
。
講
師
は
永
範
、
読
師
は
左
大
弁
実
光
な
り
。
深
更
に
事

了
り
、
人
々
退
出
す
と
云
々
。（『
中
右
記
』）

北
野
に
作
文
有
り
。
題
は
「
野
径
は
唯
青
草
〈
心
〉」。
参
れ
る
公

卿
は
源
大
納
言
、
陰
陽
頭
家
栄
朝
臣
の
夢
に
依
り
て
序
を
作
ら
る
。

左
大
弁
、
右
大
弁
、
式
部
大
輔
敦
光
以
下
文
人
二
十
一
人
な
り
。

題
は
菅
時
登
朝
臣
。（『
長
秋
記
』）

両
者
を
合
わ
せ
て
要
点
を
摘
む
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
日
の
作

文
は
陰
陽
頭
賀
茂
家
栄
の
夢
想
に
依
っ
て
開
か
れ
た
。
題
は
「
野
径
は

唯た
だ

青
草
」
で
（『
中
右
記
』
の
「
催
」
は
誤
り
）、
菅
原
時
登
が
選
定
し

た
。
詩
序
は
こ
れ
も
家
栄
の
夢
想
に
よ
り
権
大
納
言
源
師
頼
が
作
っ
た
。

参
会
者
は
藤
原
実
光
（
読
師
）、
藤
原
永
範
（
講
師
）
ほ
か
「
二
十
一

人
」
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
名
が
記
さ
れ
た
な
か
で
は
具
平
親
王
の
血

を
承
け
る
村
上
源
氏
の
参
加
が
目
立
つ
。
師
俊
は
師
頼
の
兄
弟
で
、
師

能
・
師
教
は
師
頼
の
子
で
あ
る
。
ち
な
み
に
『
長
秋
記
』
の
著
者
師
時

は
師
頼
の
弟
で
あ
る
。
こ
れ
ら
村
上
源
氏
が
才
学
に
秀
で
て
い
た
こ
と

は
『
今
鏡
』
巻
七
「
む
ら
か
み
の
源
氏
」
に
言
及
が
あ
る
が
、
そ
の

『
今
鏡
』
巻
六
「
ふ
ぢ
な
み
の
下
」
に
こ
の
北
野
作
文
の
こ
と
が
次
の

よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
（2
（

。

徳
大
寺
の
大
臣
（
藤
原
実
能
）
の
御
子
は
右
大
臣
公き
ん

能よ
し

の
大
臣
と

申
し
き
。
…
…
。
む
ね
と
は
詩
作
り
給
ふ
事
を
好
み
て
、
中
将
な
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ど
き
こ
え
給
ひ
し
時
、
北
野
の
、
人
の
夢
に
、「
久
し
く
こ
そ
詩

な
ど
講
ず
る
人
な
け
れ
」
と
の
た
ま
は
す
と
て
、「
野
の
径み
ち

は
た

だ
青
き
草
」
と
か
い
ふ
詩
を
博
士
、
学
生
な
ど
あ
ま
た
詣
で
て
講

じ
け
る
に
、
…
…
。
次
第
に
朗
詠
し
給
へ
る
中
に
、
は
な
や
か
な

る
御
声
し
て
、「
羅
綺
の
重
衣
た
る
」
と
う
ち
出
で
給
へ
り
け
る
。

こ
の
作
文
で
藤
原
公
能
が
朗
詠
を
行
っ
た
と
い
う
。
そ
の
句
は
「
羅

綺
の
重
衣
た
る
」
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
こ
れ
は
前
述
の
２
吉
祥
院
聖

廟
作
文
会
で
朗
詠
さ
れ
た
「
羅
綺
の
重
衣
為
る
、
情
無
き
を
機
婦
に
妬

み
、
管
絃
の
長
曲
に
在
る
、
闋や

ま
ざ
る
を
伶
人
に
怒
る
」
で
あ
る
。
同

じ
一
聯
を
こ
れ
は
前
句
の
措
辞
で
称
し
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
こ
で
述
べ

た
よ
う
に
菅
原
道
真
の
詩
序
か
ら
の
摘
句
で
あ
っ
た
。

６　

治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
六
月
十
七
日
、
高
倉
天
皇
は
中
殿
（
清

涼
殿
）
に
作
文
会
を
催
し
た
。『
山
槐
記
』『
玉
葉
』
に
詳
細
な
記
事
が

あ
り
、『
古
今
著
聞
集
』（
巻
四
―
１３１
）
に
も
そ
の
こ
と
を
語
る
。
太
政

大
臣
藤
原
師
長
以
下
十
五
名
が
召
さ
れ
、
式
部
大
輔
藤
原
永
範
が
選
ん

だ
「
禁
庭
に
勝
遊
を
催
す
」
の
題
で
詩
を
賦
し
た
が
、
御
製
に
関
し
て

三
書
と
も
が
特
記
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
『
古
今
著
聞

集
』
に
依
る
。

そ
の
後
、
太
政
大
臣
、
御
製
を
給
は
り
て
文
台
の
上
に
開
か
れ
け

れ
ば
、
式
部
大
輔
ぞ
講
じ
た
て
ま
つ
り
け
る
。

禁
庭
月
下
勝
遊
成　
　

禁
庭
の
月
下
勝
遊
成
る

有
管
有
絃
有
頌
声　
　

管
有
り
絃
有
り
頌
声
有
り

宴
席
憖な
ま
じ

追
延
久
跡　

 

宴
席
憖な
ま
じひ

に
延
久
の
跡
を
追
ふ
も

詞
花
猶
異
昔
風
情　
　

詞
花
な
ほ
昔
の
風
情
に
異
な
る

発
句
の
下
七
字
、
中
宮
大
夫
の
詩
に
合
ひ
て
侍
り
け
れ
ば
、
大
夫

お
ど
ろ
き
さ
わ
ぐ
気
色
あ
り
。
人
々
感
じ
け
る
と
ぞ
。
大
臣
、
御

製
を
と
り
て
懐
中
に
入
れ
給
ひ
け
り
。
延
久
に
土
御
門
の
右
府
は

か
く
も
し
給
は
ざ
り
け
る
に
、
い
と
興
あ
り
と
ぞ
の
の
し
り
け
る
。

座
に
帰
り
居
給
ひ
て
後
、
数
反
詠
じ
給
ひ
け
り
。
ま
こ
と
に
道
に

た
へ
た
る
御
事
も
あ
ら
は
れ
て
、
め
で
た
く
ぞ
侍
り
け
る
。
左
大

将
、
左
大
弁
も
同
じ
く
詠
じ
け
り
。
そ
の
後
、「
令
月
」「
徳
是
」

な
ど
も
詠
じ
給
ひ
け
り
。

第
３
句
に
い
う
「
延
久
の
跡
」
は
延
久
三
年
（
一
〇
七
一
）
十
二
月

六
日
、
後
三
条
天
皇
が
行
っ
た
中
殿
の
詩
宴
を
い
う
。「
土
御
門
の
右

府
」
は
源
師
房
、「
左
大
将
」
は
藤
原
実
定
、「
左
大
弁
」
は
同
俊
経
で

あ
る
。
こ
の
話
柄
の
要
点
は
、
天
皇
の
詩
の
「
発
句
の
下
七
字
」
―

「
管
有
り
絃
有
り
頌
声
有
り
」
が
「
中
宮
大
夫
」、
藤
原
隆
季
の
措
辞
と

そ
っ
く
り
同
じ
で
、
人
々
を
驚
嘆
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
め

に
師
長
は
く
り
返
し
詠
じ
、
実
定
、
俊
経
も
ま
た
詠
吟
し
た
と
い
う
。

こ
の
後
、
付
け
た
し
の
ご
と
く
、「
令
月
」「
徳
是
」
が
詠
じ
ら
れ
た
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こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
二
句
の
う
ち
、「
令
月
」
は
３
鳥
羽
院
文

殿
の
宴
に
お
い
て
も
朗
唱
さ
れ
て
い
た
。

「
徳
是
」
は
朱
雀
朝
の
承
平
二
年
（
九
三
二
）
正
月
二
十
一
日
に
行

わ
れ
た
内
宴
（『
日
本
紀
略
』）
に
際
し
て
大
江
朝
綱
が
書
い
た
「
早
春
、

内
宴
に
侍
り
「
聖
化
万
年
の
春
」
を
賦
す
」
詩
序
（『
本
朝
文
粋
』
巻

九
・
２３４
）
中
の
句
で
あ
る
。

徳
是
北
辰
、
椿
葉
之
影
再
改
、

�

徳
は
是
れ
北
辰
、
椿
葉
の
影
再
び
改
ま
り
、

尊
猶
南
面
、
松
花
之
色
十
廻
。

尊
は
な
ほ
南
面
、
松
花
の
色
十
た
び
廻
る
。

と
あ
る
。「
徳
は
是
れ
北
辰
」
は
『
論
語
』
為
政
の
「
子
曰
は
く
、
政

を
為
す
に
徳
を
以
つ
て
す
れ
ば
、
譬
へ
ば
北
辰
の
其
の
所
に
居
て
、
衆

星
の
之
れ
に
共む

か
ふ
が
如
し
」
を
踏
ま
え
る
。「
北
辰
」
は
北
極
星
。

対
句
を
な
す
「
尊
は
猶
南
面
」
の
「
尊
」
は
尊
貴
の
位
。
帝
王
は
「
南

面
す
る
」（『
易
』
説
卦
伝
）。
下
句
の
「
椿
葉
」「
松
花
」
は
共
に
永
久

の
命
を
有
す
る
木
。
こ
の
一
聯
は
有
徳
の
帝
王
の
治
世
と
寿
命
の
永
遠

を
言
祝
ぐ
。『
新
撰
朗
詠
集
』（
巻
下
・
帝
王
６１5
）
に
入
る
。

こ
の
作
文
で
は
天
皇
の
秀
句
と
「
令
月
」「
徳
辰
」
の
二
首
が
朗
詠

さ
れ
て
い
る
。

上
述
の
諸
例
の
よ
う
に
朗
唱
さ
れ
た
詩
句
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、

朗
詠
が
行
わ
れ
て
い
る
文
事
が
あ
る
。
併
せ
て
考
え
て
い
こ
う
。                                        

そ
れ
は
勧
学
会え

で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
行
事
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ

を
述
べ
た
も
の
と
し
て
、
源
為
憲
が
尊
子
内
親
王
の
た
め
に
執
筆
し
た

仏
教
入
門
書
『
三
宝
絵
』
の
記
述
を
借
用
す
る
。
巻
下
「
比
叡
坂
本
勧

学
会
」
に
こ
の
よ
う
に
説
く
（
（2
（

。

村
上
ノ
御
代
、
康
保
ノ
初
ノ
年
、
大
学
ノ
北
ノ
堂
ノ
学が
く

生し
ょ
うノ
中
ニ
、

心
ザ
シ
ヲ
オ
ナ
ジ
ク
シ
、
マ
ジ
ラ
ヒ
ヲ
ム
ス
ベ
ル
人
ア
ヒ
カ
タ
ラ

ヒ
テ
云
、「
人
ノ
世
ニ
ア
ル
事
、
ヒ
マ
ヲ
ス
グ
ル
駒
ノ
ゴ
ト
シ
。

我
等
タ
ト
ヒ
窓
ノ
中
ニ
雪
ヲ
バ
聚あ
つ
むト

モ
、
且
し
ば
ら
くハ

門
ノ
外
ニ
煙
ヲ
遁
の
が
れ

ム
。
願
ハ
僧
ト
契
ヲ
ム
ス
ビ
テ
、
寺
ニ
マ
ウ
デ
会え

ヲ
行
ハ
ム
。
ク

レ
ノ
春
、
ス
ヱ
ノ
秋
ノ
望も
ち

ヲ
ソ
ノ
日
ニ
定
テ
、
経
ヲ
講
ジ
仏
ヲ
念

ズ
ル
事
ヲ
其
勤つ
と
めト
セ
ム
。
コ
ノ
世
、
後
ノ
世
ニ
、
ナ
ガ
キ
友
ト
シ

テ
、
法の
り

ノ
道
、
文
ノ
道
ヲ
タ
ガ
ヒ
ニ
ア
ヒ
ス
ス
メ
ナ
ラ
ハ
ム
」
ト

云
テ
、
始
行
ヘ
ル
事
ヲ
勧
学
会
ト
名
ヅ
ク
ル
ナ
リ
。

勧
学
会
の
基
本
的
性
格
が
要
領
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
さ
ら

に
少
し
補
い
つ
つ
要
点
を
箇
条
書
き
に
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

・
村
上
朝
の
康
保
元
年
（
九
六
四
）
に
創
始
さ
れ
た
。

・�
大
学
寮
の
文
章
院
の
学
生
と
比
叡
山
の
僧
侶
と
が
結
縁
し
て
行
う
法

会
で
あ
る
。

・
三
月
と
九
月
の
十
五
日
を
期
日
と
す
る
。
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・�

経
典
の
講
義
と
念
仏
を
勤
め
と
し
、
互
い
に
仏
道
と
詩
文
の
制
作
を

学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一
、
二
補
う
と
、「
結
衆
」
と
呼
ば
れ
る
参
加
者
は
学
生
、
僧
侶
そ

れ
ぞ
れ
二
十
人
で
、
会
場
は
当
初
は
延
暦
寺
の
結
界
の
西
限
、
西
坂
本

の
、
現
在
の
曼
殊
院
近
く
の
寺
が
用
い
ら
れ
た
。
経
典
の
講
義
の
あ
と

に
は
『
法
華
経
』
の
一
句
を
題
と
し
て
結
衆
は
詩
を
詠
作
し
た
。
勧
学

会
は
作
文
の
場
で
も
あ
っ
た
。

勧
学
会
と
は
こ
の
よ
う
な
仏
事
、
文
事
の
融
合
体
で
あ
っ
た
が
、
以

後
、
途
中
、
二
度
の
廃
絶
を
挟
み
な
が
ら
も
、
平
安
朝
末
期
の
保
安
三

年
（
一
一
二
二
）
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
（2
（

。

勧
学
会
で
は
特
徴
的
な
こ
と
と
し
て
、
毎
回
、
会
の
記
録
「
勧
学
会

記
」
が
執
筆
さ
れ
る
の
が
例
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
二
篇
が
現
存
し
て
い

る
。
一
つ
は
近
年
、
見
出
さ
れ
て
注
目
を
集
め
た
、
勧
学
会
が
始
ま
っ

た
康
保
元
年
九
月
（
十
一
月
と
も
い
う
）
の
記
（
（2
（

で
、
も
う
一
つ
は
古
く

『
朝
野
群
載
』（
巻
三
）
収
載
の
延
久
二
年
（
一
〇
七
〇
）
の
「
勧
学
会

之
記
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
朗
詠
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。

康
保
の
「
記
」
で
は
、
学
生
等
が
会
場
の
親
林
寺
に
到
着
し
た
こ
と

を
記
し
た
後
に
、「
詩
一
句
を
誦
し
、
酒
三
盃
を
傾
く
。
同と
も

に
火
鑪
に

就
き
て
聯
句
有
り
」
と
あ
る
。
延
久
の
「
記
（
（2
（

」
に
は
仏
事
が
終
わ
っ
た

後
、
作
文
に
移
る
こ
と
を
述
べ
て
、

事
畢お

わ

り
て
僧
侶
題
目
を
示
し
て
云
は
く
「
常
説
清
浄
法
な
り
」
と
。

「
五
百
弟
子
授
記
品
」
の
一
偈
な
り
。
各
お
の
以
つ
て
韻
を
探
る
。

江
秀
才
を
以
つ
て
序
者
と
為
す
。
此
の
間
、
例
に
依
つ
て
聯
句
朗

詠
あ
り
。

と
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
「
例
に
依
つ
て
」
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
頃
、
勧
学
会
に
お
い
て
は
朗
詠
を
行
う
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
い

た
こ
と
を
も
の
語
る
。

こ
の
よ
う
に
勧
学
会
に
お
い
て
も
朗
詠
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

詩
句
が
明
ら
か
で
な
い
の
は
ま
こ
と
に
残
念
で
あ
る
。
た
だ
し
創
始
か

ら
約
百
年
を
経
た
延
久
の
会
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
推
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
例
か
ら
、
そ
れ
は
そ
の
作
文
に
関
連
の
あ

る
詩
句
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
そ
れ
は
『
和
漢
朗

詠
集
』（
巻
下
、
仏
事
）、『
新
撰
朗
詠
集
』（
同
）
に
収
載
さ
れ
る
、
勧

学
会
で
賦
さ
れ
た
諸
作
が
最
も
可
能
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
詩
句
で
あ
る
（
二
例
に
止
め
る
）。『
和
漢
朗
詠
集
』
所
収
、

５９７�
以
仏
神
通
争
酌
尽　
　

仏
神
通
を
以
つ
て
も
争い
か
でか

酌
み
尽
く
さ
ん 

弘
誓
深
き
こ
と
海
の
如
し

経
僧
祇
劫
欲
朝
宗　
　

僧
祇
劫
を
経
る
も
朝
宗
せ
ん
と
欲
す 

以
言
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５９８�
叩
凍
負
来
寒
谷
月　
　

凍こ
お
りを

叩
き
て
負
ひ
来
た
る
寒
谷
の
月 

菓
を
採
り
て
水
を
汲
む
、勧
学
会

払
霜
拾
尽
暮
山
雲　
　

霜
を
払
ひ
て
拾
ひ
尽
く
す
暮
山
の
雲 

保
胤

な
お
、
前
者
、
康
保
の
会
で
は
「
詩
一
句
を
誦
し
」
と
あ
る
が
、
こ

れ
が
初
回
で
あ
る
こ
と
か
ら
尚
歯
会
以
外
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
一
つ
の
憶
測
を
廻
ら
す
こ
と
は
で
き
る
。
先
述
の
『
三
宝
絵
』
に

会
の
前
日
、
十
四
日
の
夕
に
天
台
僧
と
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
寺
に
向
か
う

こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
、

俗
ハ
月
ニ
乗
テ
寺
ニ
ユ
ク
。
道
ノ
間
ニ
声
ヲ
同
ジ
ク
シ
テ
居
易
ノ

作
レ
ル
「
百
千
万
劫
ノ
菩
提
ノ
種
、
八
十
三
年
ノ
功
徳
ノ
林
」
ト

イ
フ
偈げ

ヲ
誦
シ
テ
ア
ユ
ミ
ユ
ク
ニ
…
…

と
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
偈
」
と
記
す
が
、
こ
れ
は
白
居
易
「
僧
に
贈
る

五
首
」
の
う
ち
の
「
鉢
塔
院
の
如
大
師
」
と
題
す
る
詩
（『
白
氏
文

集
』
巻
五
十
七
・
２８０４
）
の
首
聯
で
あ
る
（『
和
漢
朗
詠
集
』
に
入
る
。

５８９
）。
ま
た
十
五
日
の
朝
に
は
「
此
身
何
足
愛
、
万
劫
煩
悩
ノ
根
、
此

身
何
足
厭
、
一
聚
虚
空
ノ
塵
ト
イ
ヘ
ル
詩
ナ
ド
ヲ
誦
ス
ル
」
と
あ
る
。

こ
れ
は
白
居
易
の
「
逍
遥
詠
」（『
白
氏
文
集
』
巻
十
一
・
577
）
の
第

二
・
三
句
で
あ
る
。
あ
る
い
は
こ
れ
ら
か
。

二

平
安
朝
に
お
い
て
作
文
の
場
で
朗
詠
が
行
わ
れ
、
そ
の
詩
句
が
明
ら

か
で
あ
る
の
は
、
上
述
の
六
例
で
あ
る
。
そ
の
要
点
を
整
理
す
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
る
。

１　

寛
弘
四
年
（
一
〇
〇
七
）
九
月
、
藤
原
道
長
邸
で
「
秋
雁
数
行

書
」
の
題
で
詩
宴
が
行
わ
れ
、
大
江
匡
衡
、
同
以
言
の
二
人
が
、
具
平

親
王
が
「
賓
鴻
は
是
れ
故
人
」
の
題
で
詠
ん
だ
「
雲
衣
は
范
叔
が
羈
中

の
贈
、
風
櫓
は
瀟
湘
の
浪
上
の
舟
」
を
朗
誦
し
た
。
こ
れ
は
詩
宴
の
題

〈
雁
〉に
合
わ
せ
て
同
じ
く
雁
を
詠
じ
た
詩
句
を
詠
じ
て
い
る
。

２　

寛
治
六
年
（
一
〇
九
二
）
三
月
、
吉
祥
院
の
作
文
で
、
菅
原
道
真

が
「
春
娃
気
力
無
し
」
の
題
で
詠
ん
だ
「
管
絃
の
長
曲
に
在
る
」、
お

よ
び
大
江
以
言
が
吉
祥
院
で
詠
ん
だ
「
象
魏
を
指
し
て
轅
を
北
に
す
」

が
朗
誦
さ
れ
た
。
こ
れ
は
吉
祥
院
が
菅
原
道
真
を
祭
る
聖
廟
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
道
真
の
詩
句
、
お
よ
び
同
じ
吉
祥
院
で
賦
さ
れ
た
詩
句
を
詠

じ
て
い
る
。

３　

大
治
五
年
（
一
一
三
〇
）
九
月
、
鳥
羽
院
で
上
皇
の
主
宰
で
作
文

会
が
催
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
次
の
三
句
が
朗
誦
さ
れ
た
。
謝
偃
の
「
嘉

辰
令
月
」、
菅
原
道
真
の
「
公（
君
）は
春
秋
に
富
む
」、
謝
観
の
「
厳
粧
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す
金
屋
の
中
」。
こ
の
三
句
に
つ
い
て
は
、
な
ぜ
こ
れ
ら
が
詠
じ
ら
れ

た
の
か
、
主
宰
者
、
場
、
詩
題
な
ど
と
の
関
連
を
見
出
し
難
い
。
な
お

後
述
。

４　

天
承
元
年
（
一
一
三
一
）
三
月
、
藤
原
宗
忠
主
宰
の
尚
歯
会
が
行

わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
四
句
が
朗
誦
さ
れ
て
い
る
。
菅
原
文
時
の
「
楽
天

よ
り
少
き
こ
と
三
年
」
と
「
岸
風
に
力
を
論
ず
れ
ば
」、
菅
原
雅
規
の

「
蓬
鬢
商
山
」
と
「
酔
ひ
て
花
に
対
す
」
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
前
回
、

安
和
の
尚
歯
会
で
詠
ま
れ
た
詩
ま
た
詩
序
の
摘
句
で
あ
る
。

５　

長
承
二
年
（
一
一
三
三
）
四
月
、
北
野
聖
廟
で
詩
宴
が
行
わ
れ
、

「
羅
綺
の
長
衣
た
る
」
の
句
が
朗
誦
さ
れ
た
。
こ
れ
は
菅
原
道
真
の
作

で
あ
る
（
２
の
「
管
絃
の
長
曲
に
在
る
」
と
一
聯
を
な
す
）
が
、
い
う

ま
で
も
な
く
、
道
真
を
祀
る
北
野
聖
廟
に
ち
な
ん
で
の
こ
と
で
あ
る
。

６　

治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
六
月
、
高
倉
天
皇
の
主
宰
で
中
殿
に
作

文
会
が
行
わ
れ
、「
禁
庭
に
勝
遊
を
催
す
」
の
題
で
詠
ま
れ
た
御
製
の

秀
句
と
「
嘉
辰
令
月
」「
徳
是
北
辰
」
が
朗
詠
さ
れ
て
い
る
が
、
後
者

の
二
句
に
は
会
と
の
特
別
の
関
わ
り
は
見
出
せ
な
い
。

以
上
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
朗
詠
が
行
わ
れ
た
こ
れ
ら
の
作
文
は
、

そ
の
性
格
か
ら
二
つ
に
分
か
れ
る
。
一
つ
は
１
・
３
・
６
で
、
こ
れ
は

主
宰
者
の
意
思
に
よ
っ
て
発
案
さ
れ
た
催
し
で
あ
り
、
そ
の
会
の
み
で

終
わ
る
一
回
性
の
場
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
２
吉
祥
院
作
文
、
４
尚

歯
会
，
５
北
野
作
文
は
文
事
と
し
て
恒
常
性
を
有
し
て
い
る
。

『
朝
野
群
載
』
巻
十
三
に
「
書
詩
体
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
。
作
文

会
の
主
宰
者
（
天
皇
、
親
王
な
ど
）、
そ
の
性
格
、
あ
る
い
は
場
に
よ

っ
て
、
詩
題
、
位
署
を
ど
の
よ
う
に
書
く
べ
き
か
を
例
示
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
作
文
の
場
と
し
て
挙
げ
る
の
は
「
北
野
・
吉
祥
院
、
釈
奠
、

文
章
院
、
御
書
所
、
勧
学
会
、
省
試
并
放
島
試
、
読
書
（
読
書
初

め
）」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
平
安
朝
に
お
い
て
定
期
的
あ
る
い
は
恒
常

的
に
作
文
が
行
わ
れ
て
い
た
場
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
に
北

野
、
吉
祥
院
、
ま
た
付
言
し
た
勧
学
会
が
含
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
尚

歯
会
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
平
安
朝
を
通
し
て
三
度
し
か
行
わ

れ
て
い
な
い
の
で
恒
常
的
と
は
言
え
な
い
か
ら
で
あ
る
が
、
一
つ
の
文

学
伝
統
と
し
て
、
後
述
す
る
和
歌
の
尚
歯
会
を
導
く
も
の
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
定
例
化
し
た
作
文
に
お
い
て
は
、
そ
の
行
事
に
何
ら
か

の
点
で
関
連
す
る
詩
句
が
朗
誦
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
勧
学

会
に
お
い
て
も
、
先
に
推
測
し
た
よ
う
に
、
先
立
つ
会
で
作
ら
れ
た
詩

文
の
摘
句
が
詠
じ
ら
れ
た
蓋
然
性
は
高
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
先
に
述
べ
た
尚
歯
会
に
つ
い
て
付
け
加
え

て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。

先
に
は
平
安
朝
に
お
い
て
行
わ
れ
た
尚
歯
会
は
三
度
と
述
べ
た
。
本

稿
は
「
作
文
」
す
な
わ
ち
賦
詩
の
場
を
対
象
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
う
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な
る
の
で
あ
る
が
、
尚
歯
会
は
和
歌
の
世
界
へ
も
浸
透
し
て
い
く
の
で

あ
る
。
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

嘉
保
二
年
（
一
〇
九
五
）
三
月
、
主
宰
者
、
会
場
と
も
に
未
詳
。
冷
泉

家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
尚
歯
会
和
歌
』
に
「
暮
春
尚
歯
会
和
歌
」
と
し
て

九
首
を
収
載
す
る
（
（2
（

。

承
安
二
年
（（
一
一
七
二
）
三
月
、
藤
原
清
輔
が
中
心
と
な
り
、
白
河

宝
荘
厳
院
で
行
わ
れ
た
。『
暮
春
白
河
尚
歯
会
和
歌
』
が
そ
の
記
録
で

あ
る
。

養
和
二
年
（
一
一
八
二
）
三
月
、
賀
茂
重
保
の
主
宰
で
、
会
場
は
未
詳
。

『
古
今
著
聞
集
』
巻
五

−

205
「
賀
茂
神
主
重
保
尚
歯
会
を
行
ふ
事
」
に

記
述
が
あ
り
、『
月
詣
和
歌
集
』
に
三
首
を
引
く
。

こ
の
よ
う
に
尚
歯
会
は
作
文
に
加
え
て
和
歌
の
会
も
三
度
行
わ
れ
て

い
る
。
漢
か
ら
和
へ
と
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
承
安
二
年
の
『
暮
春
白
河
尚
歯
会
和
歌
』
は
単
行
の
文

献
と
し
て
「
群
書
類
従
」
に
も
収
め
ら
れ
、
和
歌
尚
歯
会
に
つ
い
て
の

代
表
的
な
文
献
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
（
（2
（

。

１�

「
暮
春
白
河
尚
歯
会
和
歌
并
せ
て
序
」　

藤
原
清
輔
の
序
を
付
し
て

七
叟
の
和
歌　
　
　
　

２�

「
暮
春
尚
歯
会
を
見
る
和
歌
」　

垣
下
の
和
歌
九
首

３� 

仮
名
の
長
文
の
記

４� 

翌
日
の
性
阿
と
清
輔
の
贈
答
歌
二
首

３
の
「
記
」
は
こ
の
日
の
次
第
を
詳
し
く
記
述
す
る
が
、
次
の
よ
う

な
場
面
が
あ
る
。
七
人
の
老
人
た
ち
が
介
添
え
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
池

辺
に
敷
か
れ
た
円
座
に
着
座
し
和
歌
を
詠
む
。
こ
れ
に
続
く
本
文
で
あ

る
。

と
ば
か
り
あ
り
て
清
輔
誦
ず
ら
く
、

ア　

�

か
ぞ
ふ
れ
ば
と
ま
ら
ぬ
も
の
を
と
し
と
い
ひ
て
こ
と
し
は
い
た

く
老
い
ぞ
し
に
け
る

又
誦
ず
、

イ　

�

お
い
ぬ
と
て
な
ど
か
我
が
身
を
せ
め
ぎ
け
ん
老
い
ず
は
け
ふ
に

あ
は
ま
し
も
の
か

宮
内
の
か
み
、
又
敦
頼
の
主
こ
ゑ
を
た
す
く
、
た
び
た
び
の

の
ち
、
敦
頼
の
主
誦
じ
て
、

ウ　

�

お
し
て
る
や
な
に
は
の
み
つ
に
や
く
し
ほ
の
か
ら
く
も
わ
れ
は

お
い
に
け
る
か
な

ま
た
宮
内
の
か
み
誦
ず
、

エ　
�

か
が
み
や
ま
い
ざ
た
ち
よ
り
て
見
て
ゆ
か
む
と
し
へ
ぬ
る
み
は

老
い
や
し
ぬ
る
と

ま
た
清
輔
誦
ず
、

オ　

�

お
い
ら
く
の
こ
ん
と
し
り
せ
ば
門
さ
し
て
な
し
と
こ
た
へ
て
あ
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は
ざ
ら
ま
し
を

い
づ
れ
を
も
人
人
あ
ひ
と
も
に
誦
ず
。

藤
原
清
輔
、
宮
内
の
か
み
（
藤
原
永
範
）、
藤
原
敦
頼
の
三
人
が
主

唱
し
、
皆
が
唱
和
し
て
歌
を
詠
じ
る
が
、
三
人
は
こ
の
時
の
七
叟
で
あ

る
。
そ
う
し
て
こ
こ
で
誦
さ
れ
て
い
る
歌
は
い
ず
れ
も
『
古
今
和
歌

集
』
歌
で
、
歌
番
号
、
詞
書
、
作
者
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ア　

８９３　

題
知
ら
ず　

読
み
人
知
ら
ず

イ　

９０３　

�

同
じ（
寛
平
）御
時
の
殿
上
の
侍
に
て
、
男
ど
も
に
大
御
酒

賜
ひ
て
、
大
御
遊
び
あ
り
け
る
つ
い
で
に
仕
う
奉
れ
る

 �

藤
原
敏
行

ウ　

８９４　

題
知
ら
ず　

読
み
人
知
ら
ず

エ　

８９9　

題
知
ら
ず　

読
み
人
知
ら
ず

オ　

８９5　

題
知
ら
ず　

読
み
人
知
ら
ず

い
ず
れ
も
巻
十
七
、
雑
歌
に
収
め
ら
れ
て
い
る〈
老
い
〉を
詠
ん
だ
歌

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
白
河
和
歌
尚
歯
会
で
は
吟
詠
が
行
わ
れ
、
老
い
を
詠
ん

だ
古
今
集
歌
が
詠
唱
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
先
に
見
た
、
天
承
の
尚

歯
会
に
お
い
て
先
立
つ
安
和
の
尚
歯
会
で
賦
さ
れ
た
詩
文
の
摘
句
が
朗

詠
さ
れ
た
先
例
に
倣
っ
た
も
の
に
違
い
な
い
。

詩
と
和
歌
と
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
古
今
集
歌
の
詠
唱
は
、

尚
歯
会
に
お
い
て
は
こ
れ
に
深
く
関
わ
る
詩
歌
の
朗
詠
が
定
例
と
な
っ

て
い
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

三

前
節
で
第
一
節
で
取
り
挙
げ
た
作
文
に
お
け
る
朗
詠
の
要
点
を
整
理

し
た
が
、
３
鳥
羽
上
皇
文
殿
作
文
と
６
高
倉
天
皇
中
殿
作
文
に
つ
い
て

は
、
そ
の
場
と
朗
詠
句
と
の
間
に
は
特
に
関
連
性
は
見
出
せ
な
い
と
述

べ
た
。
こ
こ
で
そ
の
朗
詠
句
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
前
者
の
「
嘉

辰
令
月
」「
厳
粧
金
屋
中
（
（2
（

」
お
よ
び
後
者
の
「
徳
是
北
辰
」
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
は
平
安
朝
朗
詠
史
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
も

の
で
あ
ろ
う
か
。

我
が
国
の
朗
詠
史
研
究
の
画
期
的
な
成
果
で
あ
る
青
柳
隆
志
『
日
本

朗
詠
史　

研
究
篇
・
年
表
篇
』（
笠
間
書
院
、
一
九
九
九
年
）
に
学
び

つ
つ
、
そ
の
こ
と
を
考
え
て
い
こ
う
。
第
四
章
の
１
「
朗
詠
常
用
曲
の

成
立
」
に
次
の
よ
う
な
論
述
が
あ
る
。

平
安
朝
の
朗
詠
の
記
録
を
通
覧
す
る
と
、
宴
遊
な
ど
に
お
け
る
朗
詠

曲
は
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
て
い
て
、
全
期
間
を
通
じ
て
、
ほ
ぼ
次
の
五

曲
に
集
約
さ
れ
る
。
１
「
嘉
辰
令
月
」、
２
「
東
岸
西
岸
之
柳
」、
３

「
新
豊
酒
色
」、
４
「
徳
是
北
辰
」、
５
「
隆
周
之
昭
王
穆
王
」
で
あ
る
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が
、
こ
れ
を
青
柳
氏
は
「
朗
詠
常
用
曲
」
と
呼
ぶ
。
上
述
の
「
嘉
辰
令

月
」、「
徳
是
北
辰
」
は
こ
れ
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

は
ど
の
よ
う
な
場
で
詠
じ
ら
れ
て
い
る
か
を
見
て
み
よ
う
。

「
嘉
辰
令
月
」
は
平
安
時
代
を
通
じ
て
最
多
の
七
十
五
回
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
主
な
場
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
っ
た
。

臨
時
客　

正
月
二
日
あ
る
い
は
三
日
に
摂
関
大
臣
が
親
王
や
公
卿
を
招

い
て
行
う
饗
宴
。

皇
族
や
上
流
貴
族
の
産
養
、
着
袴
、
読
書
始
め
な
ど
の
生
育
儀
礼
に
お

け
る
祝
宴
。

勧
学
院
歩あ
ゆ
み
　

藤
原
氏
の
慶
事
に
際
し
て
、
藤
原
一
門
の
大
学
寮
別
曹
で

あ
る
勧
学
院
の
学
生
が
連
れ
立
っ
て
参
賀
す
る
儀
礼
。

「
徳
是
北
辰
」
は
四
十
二
回
の
朗
詠
の
事
例
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
行

わ
れ
る
場
は
「
嘉
辰
令
月
」
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
青
柳
氏
は
「
同
句
（
徳
是
北
辰
）
は
帝
徳
を
讃

仰
し
、
そ
の
千
万
年
の
長
寿
を
祈
る
祝
賀
の
句
と
し
て
「
嘉
辰
令
月
」

同
様
、
あ
ら
ゆ
る
宴
遊
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
著
名
な
も
の
で
あ
る
」

（
前
掲
『
研
究
篇
』
一
八
〇
頁
）
と
い
う
。

一
方
、「
厳
粧
金
屋
中
」
の
朗
詠
は
こ
の
二
曲
と
は
対
蹠
的
に
、
前

述
の
大
治
五
年
の
他
は
三
例
し
か
確
認
で
き
な
い
が
、
そ
の
う
ち
の
一

つ
は
天
承
元
年
（
一
一
三
一
）
正
月
三
日
の
関
白
藤
原
忠
通
に
よ
る
臨

時
客
で
の
朗
詠
で
あ
る
。
こ
の
時
は
先
の
「
嘉
辰
令
月
」「
徳
是
北

辰
」
に
加
え
て
「
東
岸
西
岸
之
柳
」
も
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
厳
粧
金
屋
中
」
も
こ
れ
ら
「
朗
詠
常
用
曲
」
と
同
じ
く
上
流
貴
族
の

宴
遊
に
お
い
て
朗
唱
さ
れ
る
曲
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

結
び
に

か
ね
て
詩
作
の
場
に
お
い
て
朗
詠
が
な
さ
れ
る
資
料
を
目
に
す
る
こ

と
が
あ
っ
た
の
で
、
平
安
時
代
の
「
作
文
に
お
け
る
朗
詠
」
と
し
て
考

え
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
予
想
し
た
ほ
ど
の
事
例
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。

そ
の
限
ら
れ
た
資
料
の
下
で
あ
る
が
、
述
べ
た
こ
と
は
次
の
諸
点
で
あ

る
。朗

詠
さ
れ
た
詩
句
ま
で
明
記
す
る
も
の
は
六
例
で
あ
る
。

そ
の
六
例
は
詩
宴
の
性
格
に
よ
っ
て
二
つ
に
分
か
れ
る
。
一
つ
は
尚

歯
会
、
吉
祥
院
お
よ
び
北
野
聖
廟
作
文
で
、
こ
れ
ら
は
詩
作
の
場
と
し

て
定
例
化
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
作
文
に
お
い
て
は
、
そ
の
場
に
深
い

関
連
の
あ
る
詩
句
が
朗
詠
さ
れ
る
。
な
お
勧
学
会
も
こ
れ
に
加
え
て
よ

い
と
思
わ
れ
る
。

も
う
一
つ
は
天
皇（
上
皇
）、
上
流
貴
族
が
主
宰
す
る
詩
宴
で
、
主
宰
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者
の
発
意
に
よ
り
催
さ
れ
る
一
回
性
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ

の
場
で
詠
出
さ
れ
た
秀
句
、
あ
る
い
は
宴
遊
に
お
け
る
常
用
曲
と
な
っ

て
い
る
詩
句
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
（
（2
（

。

注（
１
）
新
潮
日
本
古
典
集
成
、
第
七
十
六
段
。

（
２
）
新
釈
漢
文
大
系
に
よ
る
。

（
３
）
新
訂
増
補
国
史
大
系
に
よ
る
。

（
４
）
大
日
本
古
記
録
に
よ
る
。

（
５
）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
。

（
６�

）
こ
の
宴
で
の
二
人
の
詠
作
が
残
る
。
匡
衡
の
詩
は
『
江
吏
部
集
』
巻

下
、
鳥
部
「
雁
」
に
二
首
が
あ
る
。
以
言
の
詩
は
『
作
文
大
体
』
成

簣
堂
文
庫
本
に
連
韻
詩
の
例
と
し
て
引
く
。
た
だ
し
作
者
名
は
な
く
、

『
本
朝
一
人
一
首
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
443
）
は
「
無
名
氏
」
と

す
る
が
、
第
三
聨
「
朝
隠
山
雲
緗
帙
巻
、
暮
過
林
靄
注
文
加
」
を

『
江
談
抄
』
巻
四
―
一
〇
五
に
以
言
の
作
と
し
て
引
く
。

（
７
）
和
歌
文
学
大
系
に
よ
る
。

（
８�

）『
古
今
著
聞
集
』
に
類
似
の
話
が
あ
る
。
巻
四
―
一
四
〇
「
東
北
院

の
念
仏
の
折
、
民
部
卿
斉
信
、
斉
名
が
秀
句
を
朗
詠
の
事
」（
新
潮
日

本
古
典
集
成
）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
藤
原
兼
家
が
九
月
十
三
夜
に

東
北
院
の
念
仏
に
出
か
け
た
お
り
、
藤
原
斉
信
に
朗
詠
を
な
す
よ
う

促
し
た
。
そ
こ
で
斉
信
は
「
極
楽
の
尊
を
念
ず
る
事
一
夜
」
云
々
の

句
を
詠
じ
た
。
こ
れ
は
紀
斉
名
が
勧
学
会
で
作
っ
た
詩
序
の
一
聯
で

あ
っ
た
が
、「
こ
れ
は
三
月
十
五
夜
の
事
な
り
。
九
月
十
三
夜
に
詠
ぜ

ら
れ
け
る
、
い
か
に
と
お
ぼ
ゆ
」
と
あ
る
。
秋
と
春
と
の
齟
齬
に
不

審
を
漏
ら
し
て
い
る
。

（
９�

）
大
日
本
古
記
録
に
よ
る
。
文
中
で
〈　

〉
で
括
っ
た
も
の
は
原
文
で

は
双
行
注
で
あ
る
。

（
10
）
新
訂
増
補
国
史
大
系
に
よ
る
。

（
11
）「
調
」、
底
本
は
「
謂
」。
校
注
日
本
文
学
大
系
本
に
よ
り
改
め
る
。

（
12
）
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
。

（
13�

）
原
文
は
柳
澤
良
一
『
本
朝
麗
藻
詳
注
』（
勉
誠
社
、
二
〇
二
三
年
）

に
よ
り
、
訓
読
は
私
見
に
よ
る
。

（
14
）
和
歌
文
学
大
系
に
よ
る
。

（
15
）
増
補
史
料
大
成
に
よ
る
。

（
16
）
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
。

（
17
）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
。

（
18�

）
拙
編
『
日
本
詩
紀
拾
遺
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
よ
る
。

な
お
「
蓬
鬢
商
山
」
は
従
来
、
典
拠
未
詳
と
さ
れ
て
き
た
（
新
潮
日

本
古
典
集
成
本
頭
注
）。

（
19�

）
拙
稿
「
安
和
二
年
粟
田
殿
尚
歯
会
考
」（『
平
安
朝
漢
文
文
献
の
研

究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）。

（
20
）
海
野
康
男
『
今
鏡
全
釈
』（
福
武
書
店
、
一
九
八
三
年
）
に
よ
る
。

（
21
）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
。

（
22�

）
拙
著
『
天
台
仏
教
と
平
安
朝
文
人
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二

年
）「
勧
学
会
」
参
照
。

（
23
）
拙
稿
「『
勧
学
会
記
』
に
つ
い
て
」（
注
19
に
同
じ
）
参
照
。

（
24
）
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
朝
野
群
載
』
巻
三
「
勧
学
会
之
記
」。

（
25�

）
拙
稿
「
嘉
保
の
和
歌
尚
歯
会
」（『
平
安
朝
漢
文
学
史
論
考
』
勉
誠

出
版
、
二
〇
一
二
年
）。

（
26
）
拙
稿
「
尚
歯
会
の
系
譜
」（
注
25
に
同
じ
）。

（
27�

）
も
う
一
つ
の
「
公（
君
）は
春
秋
に
富
む
」
は
菅
原
道
真
詩
の
「
君

は
春
秋
に
富
み
臣
は
漸
く
老
ゆ
」
を
鳥
羽
上
皇
主
宰
の
作
文
の
時
点

に
お
け
る
上
皇
（
二
十
八
歳
）
と
藤
原
敦
光
自
身
（
六
十
八
歳
）
に

擬
し
て
の
詠
唱
で
あ
ろ
う
。

（
28�

）
1
の
藤
原
道
長
主
宰
の
作
文
は
少
人
数
で
の
私
的
な
会
と
思
わ
れ
、

こ
こ
で
は
詩
題
に
即
し
た
詩
句
が
朗
詠
さ
れ
て
い
る
。

�

（
ご
と
う
・
あ
き
お　

成
城
大
学
元
教
授
）


